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大阪ガスの
低炭素化に向けた取り組み

2008年9月9日

大阪ガス株式会社

出馬弘昭
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出所：わが国の長期エネルギー需給展望、2006年、（財）日本エネルギー経済研究所

１．環境負荷の低い天然ガスの利用促進
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２．消費サイドでの省エネルギー推進
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ガソリン車と天然ガス自動車の
CO2排出量の比較（乗用車）

21%削減

課題：走行距離の増加、充てんスタンド増加、コストダウン

CO2削減、大気汚染の低減、石油依存度低減に寄与

天然ガス自動車と
天然ガススタンド数の推移
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２－１．運輸部門 天然ガス自動車
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■天然ガスコージェネレーションシステム■従来システム

56

44

40

70 90 10
30

20 45

30
6040

２－２．産業部門 ①天然ガスコージェネレーション
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京都議定書目標達成計画における2010年導入目標 ４９８万ｋＷ

上記目標達成によるＣＯ２排出削減量 １,１４０万ｔ-ＣＯ２
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２－２．産業部門 ①天然ガスコージェネレーション

天然ガスコージェネレーションの普及実績と予測

（年度）

8
31年間で4,000件の工場の省エネコンサルティング実績

２－２．産業用 ②省エネコンサルティング
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システム市場（イメージ）システムの特徴比較

発電効率はAC送電端，LHV基準，1kW級 定格時の比較で，省エネ率・省CO2率は発電1kWh当たりの値

発電効率 22.5％

発電効率 35％

発電効率 45％

家庭用エネルギーの3割を占める給湯
分野において，コージェネレーションシ
ステムのラインアップを拡充し，家庭部
門での省エネ・CO2削減に貢献。

電気

貯湯槽

給湯・暖房

都市ガス

ガスエンジン・
燃料電池

２－３．民生部門 ①家庭用コージェネレーション
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2009年度の商品化を目指し、コストダウン及び信頼性の向上に取り組んでいる

80台

2006年

81台

2007年

141台

2008年
（予定）

63台

2005年定置用燃料電池

大規模実証事業参画実績

エネファーム （PEFC：固体高分子形燃料電池）
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実用運転試験により大型火力発電所効率より高い発電効率を確認済み。
2007年度より固体酸化物形燃料電池実証研究に20台規模で参画。

実住居データ

大型火力平均（40.3％）

より高い発電効率を実証

戸建住宅向け
集合住宅向け

コンパクト設計により

小規模戸建住宅や集合住宅に対応

SOFC：固体酸化物形燃料電池
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実験集合住宅「NEXT21」において，さまざまなエネルギー供給形態を試行

２戸に１台の割合で共用部に小型水素供給燃料電池（700W）を設置し，最
適な制御システムの確立により各戸への最適な熱と電気の供給を図る．

3，4階集合住宅における電力・熱供
給制御システムの実証実験

地下にガスエンジンコージェネ（５kW）を設置し住棟内に電力を供給し，排
熱を温水として供給し，各戸に設置した蓄熱型給湯暖房機に蓄熱し利用．
熱需要が多い時は共用温水配管を介した熱の相互融通を図る．

3，4階隣組コージェネシステムによ
る熱融通実証実験

各戸に小型水素供給燃料電池（500W）を設置し，電気を住戸内に供給し，
さらに電気は蓄電池を含めて住戸間で相互融通し，最適化を図る ．

5，6階水素供給燃料電池による電
力融通実証実験

実験内容場所主な実験項目

FC：各戸１台設置

８台で電力融通＋蓄電池

6F

5F

4F

3F

FC：２戸に１台共用部に設置

隣組コージェネで熱融通

小型水素製造装置（HYSERVE）

水
素
配
管

天然ガス

２－３．民生部門 ②次世代実験住宅 NEXT21
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２－３．民生部門 ②次世代実験住宅 NEXT21

「ファクター４の家」

1）一次エネルギーを75％削減

2）建築改修による暖冷房負荷の削減

3）高効率な設備、家電製品等の導入

4）住棟内での再生可能エネルギー獲得

5）省エネ型のライフスタイル実践
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15http://www.osakagas.co.jp/pr/kurashi/

２－３．民生部門 ③省エネ情報


